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目地域防災計画、国土強靭化計画

後期
基本
計画

施策の大綱

施策の目標

会計名

一般会計

款

設置箇所周辺住民 1基 1基 1基

火災予防運動については、パレード時に沿道で声援を
送っていただいた方々がいたこともあり、一定の効果が
得られたと考えます。消火栓の設置数は開発行為による
設置等により増加したが、防火水槽については、設置件
数よりも撤去件数が上回っている状態です。設置には多
くの費用が必要なため、財源の確保が課題となってお
り、設置箇所の検討も含め考えていく必要があります。

引き続き防火思想の普及を図るべく、市広報誌やＳＮＳ
による情報発信、消防ポンプ自動車による巡回等を行
い、継続的に実施していきます。
消防用水利の確保については、各種計画に従い、配置箇
所を検討・順位付けをし、財源の確保を考慮しながら実
施していきます。

コスト □ 活動

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

□ 成果 □

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

688基 695基

改善の余地 今後の方向性

■

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

防火水槽設置数

指標名

項

②　インプット（投入）

Ⅳ生活環境の充実

1安全な暮らしを確保する

2消防・救急

火災予防対策の充実

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

消防費

消防費

背景・課題

火災が発生しやすい乾燥時期に合わせ、注意喚起
を促すことにより火災の発生抑止をする必要があ
ります。
また、世代交代による土地の利活用により、防火
水槽の撤去依頼が増えており、代替の消防用水利
を確保する必要があります。確保にあたっては、
災害による断水を考慮し、飲料水兼用耐震性貯水
槽の整備を検討し、消火栓のみに偏らない整備が
必要です。

目的・意図

春秋火災予防運動を通じて、市民の防火思想の普
及を図り、火災の発生件数を抑えることを目的と
します。
「常総市国土強靭化地域計画」に基づく、消火栓
や防火貯水槽の整備を行うことにより、初期消火
の体制を充実させます。
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消防施設費

活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

秋季火災予防宣伝パレード 消防団員・消防職員

防火水槽設置数 688基 689基

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

1回 1回 145名（参加者）

女性防火クラブによる戸別訪問 ひとり暮らしの高齢者

その他

春秋全国火災予防運動 市民 14日 14日 23分団

防火水槽設置工事

⑥　点検

416名

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業火災予防対策事業

アクティビティ（活動）

0名（参加者） 80名（参加者） 0件（訪問件数） 370件（訪問件数）

消防施設経費

1基

23分団

④　初期・中間アウトカム（成果）


